
平成 20 年度３県民局合同（神戸・阪神南・阪神北）県民交流広場交流・研修会 

県民交流広場事業 活動事例概要 

宝塚市逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」 

（県民交流広場のテーマ） 「地域コミュニティの合意形成と活性化への方策」 

      ① 地域自治を担える組織の簡素化と機能化  ② 情報提供体制の確立 

      ③ 分散型拠点施設の整備  ④ 多種多様な交流事業の活性化 

１ 県民交流広場事業を必要とした理由・目的（どのような理由で県民交流広場に応募したのか。

   どのような効果を期待したのか。） 

  「豊かな自然・美しいまちなみの中で健康で安心して暮らせるまち」をテーマとして、わ

 がまちの宝「裏山」を活用し、住民による四季折々の緑と花がある散策路づくりを実践。 

 その手づくり散策路を活用し、毎週日曜日はみんなで健康ハイキングの実践活動。 

また誰もが気軽に集える活動拠点の改修により、会議をはじめ、パソコン教室・ふれあい

喫茶・カラオケサロン・ミニシネマ・健康体操・卓球・囲碁・手芸・講演会・展覧会など交

流事業を実施し、地域住民の「健康で、明るく、楽しいまちづくり」の実現を目指す。 

    資料：「まちづくり地域計画」の提案書（概要版）裏面。 

２ 県民交流広場による取り組み（目的を達成するために、どのような取り組みを行っているのか。）

 (1) 広場事業実施推進委員会の設置と運営、併せてコミュニティ広報活動の強化と推進。 

     資料：広報紙「ゆずり葉だより」第４８号１・４面。 

 (2) 地域住民における合意形成の確立（新規会則の制定、人材確保のデータバンク化）。 

     資料：同、第５０号１・２面、第５１号２面、第５２号１面。 

 (3) 分散型拠点施設の充実（急坂の遠隔地施設から身近にある施設の整備）。 

     資料：同、第５３号１面、第５４号１・２面。 

 (4) 地域住民による交流事業の実践活動。 資料：同、毎号３・４面。 

３ 取り組みの成果（どの程度目的が達成できたのか。どのような成果が得られたのか。） 

  和室の洋式化、バリアフリー化、備品の調達など「活動の場」が整備・充実し、地域のつ

 ながりや人々の交流がさらにひろがり、地域への愛着・思いが向上した。 

  双方向の情報・意見交換が出来る仕組みに取り組み、ブログでは毎日５００～１０００件

 のアクセスで、２年間で３０万件になり、コミュニティ情報の受発信に成果をあげている。

  組織は、自治会が中核となっており、多様で優秀な人材が集まり自律と参画が実践され、

合意形成を絶対条件とする将来の地域自治が担える組織となってきた。 

４ 活動継続に向けた工夫（助成終了後の資金確保、人材の育成・確保など取り組み中のもの、 

   これから取り組むものも含めて。） 

  資金確保は会費徴収＠３０円／人・年、広報紙広告収入４万円／１回発行、施設使用料 

 １００円／Ｈ、イベントは事業別採算性（販売収入、参加料徴収）で収支０方針。 

  人材の育成・確保は、「活動者登録届」の制度があり広くデータバンク化をしている。 

  各種団体との連携・協働もうまくいっている。平成２３年度からスタートする宝塚市第５

 次総合計画の地域別計画を現在、住民主体で策定中であり広場事業の基本方針を取り入れ住

民ニーズに応じた広場事業を発展させる。 

５ 今後の課題と方向性（これまでの活動を振り返って改善すべき点、伸ばすべき点等。） 

 宝塚市は、現況の財源不足により行財政改革が緊急の課題となってきた。校区内のあらゆ

る課題の解決を図ることを目標とする当会は、従来以上に地域と行政の協働が大切となって

いる。さらに活動成果をあげるべき一方策として、市民、行政、議会とのトライアングルの

構築を図って協働の場を拡げる仕組みが大切となってきた。また地域づくりの連帯感の醸成

 から、当校区のマンション管理組合群を見做し自治会から自治会へと結成の促進を図り、合

 意形成の成熟した組織として名実共に強化したい。 
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地方分権、住民自治の動き
など社会背景を受けて‥‥

まちづくり計画

地域課題の解決、住民ニーズに
応じたまちづくりをめざす

（おおむね各小学校区単位）

地域づくり

住民主体のまちづくり

第５次総合計画

前期基本計画

地域別計画

協働・役割分担、優先順位

H.23～32

H.23～27

地域住民への合意形成を図るため双方向
の情報・意見交換が出来る仕組み、情報の
受信・発信に努めています。

★広報紙：Ｂ４版４面カラー印刷・年４回発行
４，５００部／回

★イベントチラシ

★インターネット活用：①ブログ（部門別広報・広聴用）、

②ホームページ③HP掲示板（総合的広報用）

★掲示板（１２基）、ミミズクポスト（３基）

組織活動には、過程（プロセス）が大切で
全地域のコミュニケーションを図っている。

定期（随時）会議（オープンな会議）

役員会、３役会、局会議
ネットワーク会議 総合計画

における
位置づけ
を受けて‥

≪ 拠 点 ≫
１．逆瀬台小学校余裕教室の有効活用：ゆずり葉コミュニティルーム＆事務所
２．逆瀬台ディサービスセンター：市民の交流広場
３．３自治会会館・集会所、７マンション管理組合集会所(室) 計 １２箇所

設立 平成７年６月２４日

世帯数 4,015世帯・・・・・

人 口 9,293人・・・・・・・

高齢化率 33.7％ (最高位)・・

年少人口率 8.8％ (最低位)・・

≪ 宝 塚 市 ≫

93,577世帯

225,793人

20.9％

14.6％

≪ 世帯数、人口、高齢化率、年少人口率 ≫
(H.20.12.31現在)
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市民

相互補完と協働

青少年
育成活動

健康・

スポーツ
活動

環境美化

活動

活動

生涯学習防災・防犯

安全活動

人権啓発

活動

文化活動

地域の福祉
活動

市民 市民

市民

市民

市民

市民

市民

市民

市民
市民

子ども会
女性団体

ＰＴＡ

老
人
会

地域広報

地域まつり

学習・研修

交流事業

役員会

各種ボランティア

青少年補導委員

まちづくり計画

活動テーマ

自

治

会

各
種
活
動
団
体

・グ
ル
ー
プ

民
生
・児
童
委
員

③

役員の任期 第１０条 役員の任期は、原則として通算し３年を越えることができない。

平成１３年度総会の会則改正 削除 任期なし

規約

⇒

資料：広報紙新春５０号２面

連携
協働

連携
協働

スポーツクラブ２１ゆずり葉
老人会、子ども会 他
民生委員・児童委員
逆瀬台小学校ＰＴＡ
光ガ丘中学校ＰＴＡ
青少年育成市民会議
青少年補導委員
人権啓発推進委員会
ＮＰＯ・各種活動団体・グループ
マンション市民活動グループ

逆瀬台小学校
光ガ丘中学校
宝塚高等学校
宝塚西高等学校
逆瀬台郵便局
宝塚市社協逆瀬台地区センター
せいれい逆瀬台ディＳセンター
宝塚エデンの園
宝塚栄光園
商店街アヴェルデ・逆瀬台Ｍ・逆瀬台センター

逆
瀬
台
小
学
校
区

自
治
会
協
議
会

６ 自 治 会

８マンション管理組合

役

員

会

会

長

事
務
局
長

活
動
局
長

事
務
局
委
員

活
動
局
委
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＆
活
動
団
体

会計監査

縦割り行政
ボランテイア

①

②
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